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松山地方裁判所昭和48年（行ウ）第5号 鑑 書
琴
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さきに貴裁判所から当鑑定人宛に御依頼のありました下記の鑑

定事頂につ:いて、現地調査のうえ検蔚をおこないました蒲果、こ

のほど総論がえられましたので、ここに鑑遥脅を提出いたし淡爽書鑑 篭
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〔Ⅱ〕鑑定に使用した資料

1．当鑑定人が下記の2回にわたる現地調査にエってえた

資料

〔ユ〕鑑定事項

本件伊方発爾所原子炉設置場所及びその付近の地盤につい

て、現篭調査をなしたうえ、次の点を鑑定されたい。

1．右地盤を構成する岩石の種類。強度及びその他の特性o

鴬．右地盤に断鰯が存在するか否か。存在するとすればそ

の数。規模。分布。走尚。傾斜及び､その他の特性並びにこれ

らが生成した原函C

s・右地盤は地すべりが多発しているものであるか否かo

地すべりが多発しているとすればその鏡模。頻度。分布。原

因及びその他の特性o

4．その他、右地盤の特性について○又、右地盤は堅硬な

ものといえるか､あるいは脆弱なものか○

6．右地盤は原子炉施設の基旋として、適合性を有するか

否かo特に本件隙子炉設置場所の直近に中央構造線があり、

又、この地域が地藤の多発地帯であることを併わせ考えた場

①第鼬回現地調査

紬日時：昭和5ユ年6月ユユ日ユ0時～ユワ時。

（創場所：伊方発電所敷地内。

②第念回現地調査

(f)隠時：昭和5ユ年ユコ月9日ユo時～ユヮ時およ

び同年ユコ月ユ0日9時～ユ2時8O分o

(J場所：伊方発電所敷地付近海崖一帯（ユユ月9日）

および伊方発電所敷地内（ユユ月ユ0日)o

(注）第2園現地調査におけるユユ月9日の海崖一帯の調査

は、発動機付き小型漁船に主って海上からの露頭観察を

おこなったものであるo

なお、第角回現地調査におけるユユ月ユ0日の伊方発

電所敷地内調査にさいしては、広島大学理学部地質学鉱

物学教室の4､島丈児教授が鑑定補助者として参加した。

z・当鑑定人が使用した本件訴訟関係の諸資料診よ:び既刊の
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(昭和48年8月27日付）
文献など

（ﾄ）被告指定代理人山内嘉明・外ユ0名：伊方発電所

原子炉設置許可処分取消請求事件答弁書（昭和48

年ユo月20日付)(以下、たんに「答弁調。と略

称する）

儲原告側準備書面（提出済のもの全部）

（ﾘ）被告（国）側準備書面（同上）

②既刊の文献など

6）平山健・神戸信和（ユ956）：6万分のユ地

質図幅説明譜八幡浜。伊予高山（高知一鱗68号･

第76号）工業技術院地質謝査所o

仁）平山健・神戸信和（ユ957）：5万分のユ地

質図幅八幡浜（図幅高知第68号）工業技術院地

質誰査所o

㈱佐竹義典（ユ97ユ）：伊方原子力発電所基礎の

地質電力中央研究所技術第二研究所報告、依頼報

告i7].529O(甲第ユ29号証）

㈲糟谷憲司（ユ9ワユ）：伊方原子力地点緑色片岩

①本件訴訟関係の諸資料

《）四国電力株式会社：伊方発電所原子炉設撒許可申

請書（昭和47年5月8日付）（以下、たんに「申

請書」と略称する）（乙第ユ号証）

（ﾛ1原子炉安全専門審査会：四国電力株式会社伊方発.･i"

電所の原子炉の設置に係る安全性について（昭和4

7年ユユ月ユ7日付）（以下、たんに「審査報告瀞」

と略称する)(Z』第5号証）

い川口寛之。外生月名：異議申立霧（昭和48年ユ

月27日付）

（二）内閣総理大臣田中角栄：決定書（昭和48年5

月gユ日付）（以下、「棄却決定書」と称する）′

（甲第ユ号証）

㈱川口寛之・外34名：伊方発電所原子炉設置許可

処分取消請求事件訴戦（昭和48年8月27日付）

（以下、たんに「訴状』と称する）

f、）弁護士新谷勇人。外ユ0名：効力停止決定申立慰：
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伽緒方正虐（ユ975）：佐田岬半島北岸海域の地質購造

一音波探査による海底地質の考察一電力中･央研究所報告

研究報告：375006o(甲第ユユ9号証）

（注）以上のほか、多数の文献や地質図類を参照したが、煩

雑を避けるため、それらの名称をここにいちいちかかげ

ることは省略したo<･3

の物理的諸性質について電力中央研究所技術第二

研究所報告、依頼報告ワユ537o(甲第ユSO号

証）

綱伊方地点の弾性波探査結果（甲第ユgユ号証）’:

（率件許可申請の際、四国電力株式会社より被告に対

ざ

…

して参考資料として提出されたもの）

(へ）載荷試験について（甲第ユ32号証)(間上）

(ﾄ1田中治雄（ユ972）：伊方原子力地点試掘坑内

地質調査報告書（甲第ユSS号証)(同_と）

㈱農林省講造改善局計画部資源課・農林篭中鬮四国

農政局計画部讃源課（1975）：日本の地すべり

－中国。匹1国地方一（甲第ユユ5号証）

(ﾘ）建設省河川局砂防課・林野庁治山課。農林省構造

改善局資源課（ユ973）：日本の地すべり一全国

地すべり危険簡所一覧表一（甲蕊ユユ6号証）

<ﾇ）山下嘉治。豊嶋幸次（ユ9甲4）：伊方原子力発

電所の敷地造成工蕊発篭水力、ユ29号o(甲雛

ユユ4号証）
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‘土を挾むものも少なくないo

断層の成悶については、伊予灘海底や佐田岬半島の全域に

わたる詳細な調査をまたなければ、一般論以上の言及は困難

であるが、本地点にみられる断層のうちのかなり多くのもの

は、本地点の前面沖合の伊予灘海底を通過する中央構造線の

運動にともなって生成されたものである可能性が大きいC

s、三波川結晶片岩地帯は、日本有数の地すべり多発地帯

であり、佐田岬半島北岸部にも、多くの地すべり危険箇所が

存在しているoそして、とくに梅雨期や台風期などに、破砕

帯に沿って大規模な地すべりがしばしば発生するので、この

種の地すべりを「破砕帯地すべり」と称するほどである。

本地点の敷地についていえば、大規模な地すべりが過去に

おいて発生したか否かは、記録上では不明であるが、本地点

の周辺地域では、過去において多数の地すべりが発生してい

る事実があることに加えて、開発にともなう人工的な地形の

変化などによって、従来は地すべり発生の記録がなかった場

所に、最近にいたって地すべりが発生している事実が各地域

で知られるにいた･うたことなどに鑑み、本件伊方発電所の建

〔Ⅲ〕鑑定結果
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,･上記の各鑑定事項に対すぉ検討結果を;要約する'と、以下の
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ユ．本件伊方発鰯所切環夢炉設置場所およびその付近（以I

下、「本地点」と略称する）の地盤は、いわゆる三波川結晶

片岩から構成されるo同結晶片岩は、大部分がいわゆる緑色

片岩で占められ、新鮮な小岩片についてみると、堅硬:9均僅

な岩質を有するが、部分による'ては結晶片岩の特性である片

理がいちじるしく発達し、童た、節理や断屑で切られ、さら

に、低角度のすべり面に孟冷'て大小のレンズ状岩体に破断さ

れているところが少なくないため、巨視的にみると鯏とは、

新鮮で堅硬。均質ないわゆる一枚岩的岩質を有するものとは

いいがたい○

2．本地点の結晶片岩には、大小の断庸が多数存在し、走

向。傾斜は断層ごとにかなりことなる。大部分の断層は、露

頭面で開口しており、断層面に沿って空気や雨水が診透し、

風化がいちじるしく進んでいるoまた、断層のなかには破砕

帯をなしているものもあり､さらに､断膨面に沿って断臘粘

！
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している場所であること、などの諸点を併わせ考える.とき、

本地点が原子炉設置場所としての適合性を有しないこ．とは、

設にともなって地形の人工的変化が大規模におこなわれた本

地点でも、将来、地すべりが発生する可能性はけっして少な

くないと思料されるo

4．上述したように、当地点に発達する結晶片岩は、巨視

的には、いわゆる一枚岩的岩質を有するものとはいいがたい

うえ、節理面や断層面に治.認ての風化もいちじるしく、また

断臘の左かには破砕帯をなしているものもあり、断層面に沿

って断鰯粘土を挾むものも少なくないこと、さらに、地すべ

りが誘発される可能性もあること、などの諸事項を総合して

考えるならば、本地点の岩盤は、けっして堅硬なものとはい

えず、むしろ脆弱表ものと断ぜざるを得ないo

5．本地点の地盤は、原子炉施設のようなきわめて重要、

かつ､巨愈造物を設置するための基礎としては､適合性を
有しないものであるoとくに､中央構造線は本地点の前面沖

合数百mの至近距離に位置する可能性があること、本地点は

地震予知連絡会が特定観測地域のひとつに指定した伊予灘。

安芸灘地域にふく玄れ、過去の記録によれば、55±11年

の周期でマグニチユート・7クラスの大地震が繰り返して発生

いっそう明らかになるといえよう。

、
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万分のユ地質図幅八幡浜では、その存在が見落されていた。

〔Ⅳ〕鑑定結果が導かれた理由

ユ。鑑定事項ユについて

．①岩石の種類

本地点の地盤は、西南日本外帯の三波川帯に属す黒い

わゆる三波川結晶片岩から織成されるが、これは、徳島

県吉野川流域に模式的に発達する三繩層に相当するもの

とみなされる。

本地点に発達する同結晶片岩は、大部分がいわゆる緑

色片岩で占められているが、ところどころに帯赤褐色の

スティルプノメレイン片岩の簿層が介在する。また、こ

②結晶片岩の性質

太地点に発達する三波川結晶片岩の大部分を構成する緑色

片岩は、正確には緑簾石一絹雲母一緑泥石一石英片岩という

べきもので、一般に縞状構造を示し、それに沿って鉱物結晶

が平行に配列して片理を形成する。そして、片理面に沿って

薄く剥離する性質を有する（写真ユー4参照）。

しかし、縞状瀧造および片理の発達状況は、場所によって

かたりことたり、これらが顕著に発達する部分と、これらが

さほど発達せず、全体として比較的塊状を呈する部分とがあ

る。そのため、本地点に発達する緑色片岩は、新鮮な小岩片

についてみる限りでは、一般に堅硬で均質た岩質を有するも

のの、全体としてみると、かなりいちじるしい不均質性。不

等方性を示し、したがって、緑色片岩から成る岩溌は、けっ

して一枚岩的なものではない。

縞状構造の面は、結晶片岩の原岩である凝灰岩質堆積岩の

層面に平行に形成されているとは限らず、層面に斜交して形

成されている場合もある（写真ら参照）。また、縞状構造の

＃
ｆ
氏

１
１

れらを貫いて、諭岩の岩眠が存在している。

以上のほか、本地点に発達する地質系統としては、洪

積層の砂礫層お､よび沖積層が存在し、三波川結晶片岩を

不整合に被っている。これらのうちの前者は、本地点試

掘坑内の地質を調べた田中治雄（ユ972）（申第ユも

3号証）によって、昭和45年7月の地表踏査の|蕊に初

いて発見されたもので、平山侭・神戸信和（ユ956

＆ユ957）が作成した工業技術院地質調査所発行の5
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面も層面も、食った〈平坦なことは稀で、多少の起伏を

有していることが普通である。

緑色片岩を主とする結晶片岩は、多数の節理および断

層によって大小の岩片に切られているところが少なくた

ない（写真5～2ユ参照）。

ちなみに、節理および断層は、いずれも岩石の破壊に

よって生じた不連続面で、その面に平行左方向へのズレ

（相対的変位）が在った〈たいか、あるいは、あっても

ごくわずかたものが節理であり、その面に平行左方向へ

のズレがあるものが断層であるが、これらの不連続面の

付近には、縞状構造や片理が顕著に発達する部分がしば

しばみられる。すなわち、縞状職造や片理の発達状況と

節瑳や断臘の発達状況との間には密接方関係の存在する

場合があって、後者の生成運動が前者を発達させたもの

とみなすことができる。

なお、緑色片岩のなかにスティルプノメレイン片岩な

どが介在する場合には、断層と節理との区別はきわめて

容易であるが、そうでない場合には、両者の区別の困難

蝿

卜

ー

￥

たことが少たくない。

ここで特記すべきことは、本地点の結晶片岩は、低角

度のすべり面によって大小のレンズ状岩体に破断されて

いることである（写菓ユ4～ユ5，20～2ユ参照）。

このレンズ状岩体は、露頭面で、長径数十、皿から数m，

ときにはそれ以上に達し、小レンズ状岩体をたす部分は、

みかけ上も破断を受けている印象が明瞭であるが、大き

なレンズ状岩体でも、注意してみると、多くの小レンズ

状岩体に分断されている。レンズ状岩体を画するすべり

面は、幅ユ姪、以上の粘土化部を挾むものはかたりの距

離にわたって瀧郷竜ふちので、容易に識別できるが、多

くは粘土化部をほとんど挾んでおらず、相当な注意力を

払わないと、すべり面として見きわめることが困難であ

る。

レンズ状岩休の長径は水平に近く、したがって、鋭角

破断角から推定される押しの最大主応力軸方向は水平方

向に近く、低角度である。このレンズ状破断機造は、高

角度の断屑の形成後に形成されたと認められるもので、

《
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についてみても、湿潤状態のものは乾燥状態のものに比

べて、圧縮強膜がるo%内外も低いこと、たどの諸性質

が知られているが、本地点の結晶片岩には、前迷したよ〆”

うに、場所によっては多数の節理面や断鰯面が発達し、

富た、レンズ状破断にともたずて生じたすべり面がみら

れ、これらの岩石の不連続面に沿っては風化がいちじる

しく進んでいみうえ、とくに地下に発達する結晶片岩は龍

これらの岩石の不連続面に沿って賦存する地下水のた姉

に、かたり湿潤にたっているので､岩石の強度は、場所

に襲っていちじみしくことたっている。なお、太地点に

おける地下水面は、一般にかたり高く、トレンチ坑内で

は、大量の地下水が湧出している箇所がみられた。

ところで、ひとしく結晶片岩といっても、子の強臓に

硬軟の差がいちじるしくみられることは、佐田岬半島の

地形にも歴然とあらわれている。すたわち、間半島の構

成岩石は、洪積鰯や沖積層をどの被覆層を除くと、大部

分が結晶片岩であるが、岩石の強度が場所によってい崎ご

じるしくこと左霧だめ増陸地では起伏の甚しい地形をつ

この破断織造を形成した運鋤にとも素って、レンズ状岩

体中では、片理面に沿う剥離と滑動とに生って調灌がお

こたわれ、滑動片･理面には蛇紋石や滑石左どが生成され

た。これは、低温溶液下での低下変成作用がお､こなわれ

たことを示すものである。

なお、このレンズ状破断選体は、比較的浅所での形成

とみ童されるが輪レンズ状破断は切り取り面の方向と無

関係に観察され、レンズ状岩体の伸びの方向がわからな

いので、現状では、最大主応力方|旬が低角度であるとい

う以上に、その方向を確定すること職むずかしい。しか

し、大部分のレンズ状岩体は、水平に近い方向からの圧

縮応力に起因するものとみなされ、したがって、本地点

の直下にも、かなり深く発達しているものと溝えなくて

はゑらをい･

結晶片岩の強度については、伽結晶片壗は片理面に沿

って剥離しやすく、片理面に対する角度にエって強度が

撚趣りことたること‘:<ﾛ)新鮮な岩石に比べると、風化し

た岩石は、圧縮強度がいちじるしく低いこと、例新鮮部

…
～

｛
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くり、海岸では岬と曾入部とがきわめて複雑に交錯した

地形をつくっているのである。

方か、太地点の結晶片岩の走向および傾斜は、小摺曲

のた姉に、蝋所ごとにかなりこと童るが、大局的にみる

と、北500内外西の走臓|を有し、南西にユ5o内外の

角度で緩傾斜する。子して、走向と海岸線の方向とが比

較的に平行に近い賜所も多く、海岸線の屈曲のはげしい

部分では走向も雀ら室ちにたっている。

2．鑑定事項侭について

すでに述べたように、太坤点の結晶片岩には、大小の断鰯

が多数存在する。

小規模のものは、数限りたく発達し、いちいち数えあげる

ことができないほどであるが（写真5～6参照）、緑色片岩

中にスティルプノメレイン片岩の簿層を介在しているような

場所では、露頭面で、断臓の存在が明瞭に観察され"(写真

7～ユ5）､たかには数十c城をいしユ、、あるいは、それ以

上の蕊差を有するものがあみ。

断層の走向および傾斜は、さ室ざ雀であるが、たとえば本

地点のユ号炉北萌方の海岸岩場に露出する結晶片岩を｡切る階

段状断層群についてみると（写真ワーユ2参照l北50～ワ

Oo内外東の走向を有し、南東へ60～I750内外の高角度

で傾斜している。雀た、2号炉の基砿岩盤の中心部近くに、

試掘横坑のユ28～ユ47m間に横坑の側壁に沿って存在す

る断層は、佐竹義典（ユ97ユ）（甲第型29号証）の「D

破砕帯」、田中治雄（ユ9’72）（甲第ユ33掛証）の「83

」にあたるもので、2号炉の中心より北側では北22o西の

Ｉ

Ｉ

ヴ
■
１
１
１
１
１
○
屯
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｡走向誇典び傾斜につ‘,て,ま､佐竹(ユ，，ﾕ滝中壱雄（
ユ972）（申燃ユ33掲証）の論文に詳記されており、破

砕帯の地質学的意猿についての評価や断鬮の活勁時期につい

ての見解左どを別にすれば、当鑑定人の調査にエっても篭と

くに追加あるいは修正すべき資料は見出しえたかった。

稜た、本件伊方発電所”饗湯源灘殻抵勢維満;:鐡寵鑪汰部分

完了し、原子炉建家の後背の開削された切り取り面のうち、

コングリート壁で被われてし誉った部分も多いこと、たどの

諸事情を勘案するとき、大小さ誉ざ誉た規模の断層を一括し

て、子の数や走向・傾斜などをいちいち調査あるいは測定す

ることは、当鑑定の目的からいって、あさり意味のあること

とは思われたいので、当鑑定人の現地調査では、おもにトレ

ンチ撒’および敷地の海岸岩場における比較的大規模方断層の

性状を謂査するにとどめた。

表浩､太地点に発達する結晶片岩を切る断龍因について
は、伊予灘海底や佐田岬半島の全域にわたる詳細た認査を寮

たたければ、一般論以上の言及は困難であるが、本地点の前

面沖合の伊予灘海底を通過する中央繊造線は、後述するよう

走向および南西へ40．の傾斜.を、南側では北6｣東の走向お態

び北魍へ45｡の傾僻|･を有し、全体としての走向は、や･や弧状

をえがいている。

これらの断層の大部分のものは、露頭面で開口しており、

上下両盤の岩石が十分に癌着していたいため、断層面に沿っ

て空気や雨水が惨透し、風化がいちじるしく進んでいみ｡#ま

た、破砕帯をたしている場所や断層面に沿って粘土が挟まれ

ている場所もみられる（写真ユ6～ユ9)｡

破砕帯をたしているような断層は、数としては、必ずしも

多くはたいが、佐竹（ユ97ユ）（総ユ29号証）によれば、

原子炉の基礎近辺にみられるものだけで、合計ユ2本を数え：

るo子して佐竹によれば、これらの破砕帯のうちのほとんど

大部分のものは、鵬40em以下の小規模のものであるが、

試掘横仇のユ28～ユ47m間に、横鋭の側壁に沿って存在

する断臘（佐竹の、破砕帯）は、木地点における最大規摸の

破砕帯で、孝のi畷もやや広く、I70Cm内外に難し、断圃粘

土の幅も数cmにおよんでいる。

ところで、木地点の結晶片岩に発達する断層の規模・分布

《
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に、従来の諸見解よりもはるかに本地点に近く位置すろと考

えられ湯こと、などから、これらの断層中のかたり多くのも

のは、中央構造線の運動にともなって生成されたものである

可能性が大きいoとの点についてば、のちに改姉て言及する
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がたいため、記録に残されていない地すべりも、、多数捧

在していると考えられる。すなわち、地すべりの記録は、

実際に発生したもののうちの一部分に限られ、人的。経

済的な被害のなかったものについては殖記録に残されて

いない鳩合が多いとみなすべきである。そして、多くの

原子力発電所の立地点は、鉄道や道路がほとんどなく、

人家も皆無に近いような過疎地であることから、これら

の立地点に、たとえ過去に地すべりが発生した事例があ

ったとしても、その記録がとどめられていない可能性が

多分に存在す為。ゆえに、こうした場所では、過去の記

録のみに依拠すると、地すべり発生の危険性を淵仙､評価

するというた誤りを犯すことになりかねないカヌ、本地点

についても、そうした誤りを犯しているおそれがあると

いわねばならない。

さて、地すべりを発生させる要因としては、①地質構

造、②地形、⑧地下水および降雨、④地震および⑧乱開

発などが挙げられるが、以下に、これらの各要因につい

て、本地点に即して問題点を説関する。

5．鑑定事項3について

中央構造線の南側を占める三波川結晶片岩分布地域は、

日本における代表的な地-ナベリ地帯として有籟である。

地すべりには、第三紀職地すべり・破櫛帯地-#くりおよ

び温泉地すべりの5種類があるが、本地点の近辺は、破

許帯地すべりの多発地帯として知られている。

ところで、日本の破砕帯地すべりは、その9割近くま

でが三波川結晶片岩分布地域で発津しているといわれ、

該地域でこれまでに地すべりが発生した箇所は、枚挙に

いと堂がないほど多い。そして、本地点の近辺をふくむ

佐田岬半島北岸部の各地にも、破砕帯地すべりの危険箇

所として指摘されている場所が多数存在するが、この破

砕帯地すべりは、台風期や梅雨期などの大雨期に、とく

に発生しやすいものなのである。

しかし、実際に各地で地すべりが多発しても、一般に

認知されるのは、鉄道。道路の沿線や人里などで発生し

たものにほぼ限定され、それ以外の場所に発生したもの

は、よほど大規模なものでない限り、なかなか認知され

：
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① 地質機浩

本則j点の主導構成岩石は、すでに述べたエうに、三波

川結晶片潟であり、これは、破砕帯地十くりを全鬮的に

多発させている岩石である。そして、本地点の至近距離

には、日本で最大の構進線である中央構造線が通ってい

レンズ状破断面や断層。破砕帯には、粘土化部を･挾んで、

地すべり性のものになっている部分もみとめられる。

したがって、木地点における地すべり発熊の可能性は、

地質上の諸特徴からみると、けっして少なくないと判断

されるのである。
〈

るが、これは、西南日本を内帯お態び外幣に分けている

⑧地形

破砕帯地すべりは、三波川結晶片岩分布坤域にきわ釣

て多いとはいっても、該地域に一様に多発しているので

はなく、地山の斜面の傾斜角が十くり面になる片理間・

層面あるいは断層面。破断面などの傾斜角とほぼ一致.し、

しかも、その傾斜角が急な場合には多発しやすいが、そ

の他の場合には多発しがたい。ゆえに、本地点のように、

急峻な山岳が屹立していて、しかも、高角度の断屑。破

砕帯が少なからず存在する場所では、当然、地すべりの

発生する可能性があることになる。

げんに、本地点付近には、樹角度の断層面に沿って淵

動したと思われる旧期の地すべりの証跡が地形的に明|職

超大規模の織造線であることから考えても、当然、本地

点の地質機造に無視しえない影靭を与えているはずである

る°これ寮での調査によっても、中央櫛造線付近の結晶

片岩には、レンズ状に破断されている部分が多くみられ

るほか、多数の断層・破砕帯や無数の節理がみられ、片

理もいちじるしく発達し、さらに摺曲運動によって擾乱

されている部分も少なくない。さらに、風化作用を受け

ている部分も、きわめて広範囲にわたって存在している。

そして、これらの諸特徴は、いずれも破砕帯地すべりを

発生させやすい要因となるもの蔵のである‘＞

中央椛造線付近の結晶片岩に一般的にみられる上記の

諸特徴は、本地点の結晶片岩にも顕著に存在し、とくに
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当鑑定人が実施した現地調査では、試掘横坑内に多蹴に残されている場所が必ころど鐺:霧擦詠ら洲る。そこで

は、断層面を蝋に.して_上瀦が地すべりを超こしたため、

標高が段差をなして急激に低くなっているのである。

の水がたまっていることが認められ、また、トレンチ坑

の礁而において、岩石の割れ目から地下水が鯵出してい

る場所も多くみられたが、これらの諸事実から、当地点

では、地下水面がかなり高い位置に存在するものと予想

される。そして、四国電力株式会社の山下嘉治。豊嶋幸

次（1974）（甲第ユユ4号証）の調査結果によって

も、地下水面の存在が明らかにされている。

ところで、本地点は、台風の瓶過地帯であるうえに軸

最近では、いわゆる異常気象の多発によって、いつなん

どき記録的な連続降雨や集中豪雨などに見舞われるかも

しれないことを考えるとき、降雨の問題、あるいは、そ

れに起因寸一る地下水の賦存状態の変化の問題は、本地点

における地すべりの誘因として見逃すことのできないも

のと思料されるのである。

③地下水詩よび降雨

地すべりは、地下水の賦存状態の変化によって発生し

やすいものであるが、降雨期や融雪期などに多発するの

も、そのためであり、地下｡水位の上昇によって地表付近

を構成する塞縛癖地厨が乾燥状態から含水して湿潤状態
に変化することや、地下水鰯の増加にともなって地下水

圧も増大することなどによって、地すべりが起こりやす

くなるわけなのである。

しかし、第三紀層地すべりが融雪期や緯雨期に起こり

や．ずいのに対して、破砕帯地すべりは、台風期･や梅雨期

に、多鎧の降雨が破砕帯に沿って地下に奉透し、岩石の

固結力が低下することによって起こりやすいもので、後

者のほうが、前者に比べて、一鰻に急激に発生-する特徴

を萄L,ている。

I

６
Ｆ
１
１
り

④地震

ガル螺にともなって大規模な地すべりが発生することは、
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認
これまでにもよく知られているが、後迷する胆うに、本

地点は魁地震多発地帯で、マク、ニチユ･-‐ドマクラスの地

震がいつ発生してもふしき．でない場所であることを湾え

るとき、木地点については、地霞による地すべり発生の

可能性があると考えなくてはならない。地霞によって、

たとえばユg(980gal)の力を受ければ、断屑や破

砕帯などのすべり面は完全に離れてしまうのである。ゆ

えに、基礎岩盤にこれらのすべり面があり、とりわけ地

下水面が存在していて、これらのすべり面が湿潤になっ

ている場合には、地震時に際してすべり面が滑動する可

能性が多分にあると考えられる。

本地点のような基礎岩盤が地震の発生時においても地

すべりを発生させず、安定した状態をはたして保持しう

るかどうかは、机上の計算によっては正確に判断しがた

いと考えられるのである。

において、最近職:折し〈:地すべりが発生命ろという事例

がしばしばみられるが、その大きな原因として、乱開発

による人工的な地形の変化を挙げることができる。

すなわち、人工的に地形が変化すると、降雨の地下へ

の惨透状況が変化し、ひいては地下水の賦存状態の変化

を招くが、このようなことが誘因となって地すべりが発

生しやすくなることは、十分に考えられることである。

また、乱開発によってすべり面の末端部に新しく露出

した岩石が、風化作用を受けて支持力を弱めるとともに、

それまでの安定状態のバランスがくずれ、地すべり力:起

こりや-ｵｰ詩なることも考えられる。“

本地点では、発電所建設工事のために、急傾斜の地山

が大きく切り取られ、室さにr乱開発rという言葉があ

てはまるほどに大々的な開発がおこなわれたカヌ、とくに

炉心近くで大規模な法面工事がおこなわれていること、

あるいはまた、法面工事がおこなわれている場所の背後

の山地の山林が伐採されたことは、乱開発が原因となっ

ての地すべりの発生を招く危険性を非常に増大させたと

モ
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によってズダズタに切られているところが多いため、産

くずれあるいは山くずれを起こす危険性がけっして少な

くない。そのことは、本地点付近の海崖を織成する結晶

片岩の鰯出状態をみれば、一目瞭然とするところであっ

て、人手を誉ったく加えられていない自然のま玄の状態

の海崖の下の波打ち際に、節理面に沿って御れた結晶片

岩の大小の岩塊がゴロゴロと転がっていることから考え

ても、とくに節理の多い部分は、そうした危険性がある

とみなければならない（写真2＃～2禽参獺）。

なお、崖くずれや山くずれも、乱開発による人工的な

地形の変化が誘因となって起こる場合がきわめて多いこ

みなくてはならない。

以上述べたように、木地点では、さをざまな騨因によ

って地すべりが発生するおそれが多分にあると考えられ

るが、とくに本地点が、これまでは地す』毎､くりの発生の事

実を容易に認知しがたいような過疎地であったとと遥さ

らに、異常気象や乱開発が誘因となって地すべりが発生

しやすくなる場合もあることに注目するならば、本地点

には過去における地すべり発生の記録が知られていない

ことのみに基づいて、こんごも地すべり発生の可能性が

少ないと考えることは、明らかに不穏当というべきであ

る｡

最後に、地すべりの問題に関連して、崖くずれあるい

は山くずれの問題について付言しておきたい。

崖くずれあるいは山くずれは、地すべりに比べて、一一

般に急性的なもので、ある地点に一度発生すると、その

後はかなりの長期間にわたって免疫性をうるものである

が、本地点では、主要榊成掛石の結晶片岩が無数の節理

↑

（

とは、ここに改めて言及するまでもないことである。
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達するほか、多数の節騨・断層および岩石のレンズ状破断

面などの各種の不連続面で縦横に切られ、片理面に沿って

は剥離しやすく、節浮面に沿っては大小の岩片腫劉れやす

いという性質を有し、きた、断隠面や破断面に沿っては地

すべりを起こすおそれがある。・矛-して、片理面に沿っては、
乱

強度力§いちじるしく低下し、また、湿潤状態でも、強度が

30%内外低下することが知られているが、本地点では、

名数の岩石の不連続面に沿って空気や雨水が地下に浸透し、

地表面からかたり深い場醗にいたる萱で風化が進んでいる

た坊、地下に賦存する緑色片岩のたかには、強度が相当程

度に低下した湿潤友部分が多く存在しているものと推定さ敵,､鴬,‘、

れるo

このことは、佐竹幾典（ユ97ユ）（甲繍ユ29．号証）#埠溌

の調査結果にも明示されているが、．？-れによると、ポーリ:′

ングおよび試捌城の調査によって判明した岩盤の強農:は、

電力中央研究所岩盤等級におけるo級がもっとも多く、B

級はきわめて少たい。また、地表面から深所にいくほど強

度が高くたるとは限らず、たとえばB級の下方にC上級や

4．鑑定事哨4について

木坤点の基礎岩雛は、すでIに織り返:して説明じた懇うに、

微視的には堅硬といえるが、巨視的には、けっして一枚岩的

たものとはいえず、むしろ脆弱といっても差し支えたいもの

である◎、

したがって、「審査報告書」（乙第5号証）カヌ、本地点の

基礎岩盤について､T原子炉基盤を構成する岩石は緑色片岩

である。。。°°･基溌は一様で堅硬宏状態にああ。この基§

盤は、。・・・、十分地耐力を有している。」と判断し、さ'i，

らに、「原子炉施設の基礎として問題とを為よう宏規模の断

屑おエび破砕帯は急ぃ。」と述べでいみのは、事雲にいちじ
〆d

るし<反することにたる。

以下、この点について詳述す為。

①「基盤は一様で堅硬を状態にある」とす為見解の誤；

りについて

原子炉基盤を織成す為岩石のおもをものが緑色片岩であ
・擁.

ることは、「審査報告:雷」に記載されているとおりである；

が、この緑色片岩は、協所によって片理がいちじるしく発；
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いるが、最長憾アー長が30～I75cm、平均コアー長が

ﾕ.5～SOCmというB級岩盤と最長コアー長が3Cm，

平均コアー長がユCmというO-ド級の破砕帯岩盤とが、い

ずれもユOO%というコアー採取率を示していることにつ

いて、当鑑定人は多大の疑問をいだかざるをえ童いのであ

る。しかし、「審査報告書」には、このよう童点に疑問を

いだいた形跡がみられないばかりか、地表面から深所にい

くほど強度が筒<たるとは限らをいという佐竹の調査結果

をもさった<無視し、たんの根拠をも示すことなく慾「基

盤は一様で堅硬な状態にある」という誤った記述をおこな

っているのである。

c下級があったり、o上級の下方にo中級やc下級があっ

たりしている。この主うに、深所のほうが浅所よりも逆に

強度の低い部分がしばしばみられることは、本地点の地下

を織成する岩石の性質が不均質なこと、あるいは、深層風

化がいちじるしく進行して、風化しやすい岩質の部分が風

化しにくい岩質の部分の下方にあることを示すものといえ

よう。

なお、佐竹（19ワユ）の論文（甲第ユ29号証）にお

ける表一ユをみると、茄ユの20．60～20．'70mの

深度において、破砕帯をたして存在するG下級の岩呑端

石は、最長コアー長が3cm、平均コアー長がユCmにす

ぎたいにもかかわらず、コアー採取率がユo0%となって

いるが、これは、いささか理解に苦しむ数字である。その

ぼかにも、この表には、理解しがたい数字が表示されてい

るところが少たくないが、この表をみると、最長コアー長

と平均コアー長とコアー採取率との間には、明瞭を相関関

係がみられない。普通ならば、破砕瀞などの存在によって

岩質が脆弱化した部分のコアー採取率は、かなり低~ドして

《

ヤ

②「十分地耐力を有している」とする見解の誤りにつ('、

いて

本地点の基礎岩盤を構成する緑色片岩は、片理面と片理

面との間、節理面と節理面との間、断層面と断層面との間

や、破断桶と破断面との間のユ欄の新鮮左小岩片について

みる限りでは、前途｡したエうに、たしかに「堅硬を状態」
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設左どの主要構造物の蕊盤については、ポ･一リングおよびにあるといえるが、緑色片岩から構成されている基礎岩盤

全体は、片理面に対する角度によって圧縮強度がいちじる

し溝ろうえ､上述の襲う毒各穂の不連続面で縦横に切ら
れ、風化の程度も場所によってかなりことなるた姉、けっ

して一様を岩質.を有していたい。そして、ハンマーで軽く

たたいただけで、たちまち大小の岩片に割れるような部分

も少なくたいから、ユ個の小岩片についてみれば「堅硬」

であっても、全体としては、むしろ「脆弱」であり、した

が少て、「十分地耐力を有している」と結論することには

、多大の疑問があるのである。

ユ個の小岩片についてみれ唾「堅硬」といえることをも

って岩盤全体を「堅硬」と誤認し、これが本件訴訟におけ

試掘坑調査等を行たった結果、岩盤コアーの圧縮強度はユ

ユ、。｡｡～ﾕ,、。。。”(乾燥状態)で鋤､誉
た現地基盤の弾性波速度は、縦波で約5．6脚”､横波

〃・

で約2．6"ツ紗と大きく、基盤は一様で堅硬な状態にあ ダレ

（

る。」と述べているが、この記事のうち、「岩盤コアーの

圧縮強度はﾕｴ､。｡｡~ﾕ,､。｡｡擁(乾燥状態）
であり、」の部分は、「申請霧』において「圧縮強度臆乾

燥状態でユ、。。。～ユ、，。。鞠ｿ&鰍;、湿潤状態で‘

｡｡~ﾕ､§｡。蛎繩度で参る｣として､九；/6菰
の単位で計算した圧縮強度を＃/減の単位で礫替えたも
のであり、しかも、湿潤状態の部分の圧縮強度の下限の数

値を無視して、岩盤全体がことさらに堅硬で乾燥した一枚

岩的性質をそなえているようにみせかけたものである。

このような書き替えは、本地点の基礎岩盤全体が一様危

岩質をそなえ、各種の岩石の不連続面を有していたい、ほ

ぼ一枚岩的な性質を示す堀合には、それほど不当とはいえ

たいが、実際には、部分によって岩質ｶﾇかたりことたり、

I

』
圧

波舌 側の一貫

鯛請書」(Z
…~語爾 一 - 室 ユ ー ー 坐 雲

縮強度を「審査報告書｣がわざわざ＃/髄という単位で藩

き替え、ユ万倍の数字で表わしていることにも具体的に示

されて いる。

すなわち、「審査報告書」は、「・・・・原子炉格納施

！
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以_このような諸点を考職に入れるとき、「辨査報告響」

は、重大な地質学上の問題点のかずかずを無視した雀ま、

安易に結論を下してしまったものといわざるをえをいが、

「答弁瀞一|でも、このような誤った結論を鵜呑みにして、

「。．、基礎岩盤を構成する岩石は、一様に新鮮かつ堅硬

な、塊状に近い緑色片岩であって、・・」と述べ、各種の

不連続面の発達のために岩質がいちじるしく不均質にたり、

風化している部分も多いことや、縞状構造・片理の発達に

よって岩質の不等方牲が顕著にみられ、片理に対する方向劇！

如何によって圧縮強度がかたりことたること、・・・など

の諸事実にはあくまで目をおおい、不均質で脆弱な岩盤を

均質で堅硬な岩盤であるかのように印象づけようとしてい

るのである。

各種の岩石の不連続面も発達して、一枚岩的な性状をまっ

たく示していたいから、明らかに不当であるといわざるを

えない 。

このような響き替えは、おそらく全体として不均質で脆

弱を岩盤を均質で堅硬な岩縦であるかのエうに、数字のう

えで印象づけようとして、意図的におこなわれたものと推

定されるが、もし、これが意図的なものでなければ、上記の

の審査報告醤をまとめた原子力委員会原子炉安全専門辮査

会の委員は岩盤力学の初歩的知識さえもわき玄えていたい

ものと断ぜざるをえたい。

煮た、写真ユー3から明らかたように、元の地表下約5

Omの位階にあるトレンチ坑内の地盤は、細かく破砕され↑；

風化も進んでいる。ところが、「伊方地点の弾性波探査結

果」（甲舘ユ5ユ号証）によれば、この写真の地点の周辺

の縦波速度は。。．物叩〉ん｡｡以上と…いる。‘繩“
緑色片岩の縦波速度としては最高に近い数値であるが、写

真にみられる主うな破砕。風化の程度から考えると、この

虹!

ｔ
９
１
１
Ｐ
Ｌ
令
心
▽
１
日
Ｉ
０
Ｉ
ｏ
９
６
ｔ
Ⅱ
８
■
且
■
■
日

〈

③｜-原子炉施設の基礎として問題とたるような規模の

断層および破砕格はたい」とする見解の誤りについて

本地点の基礎岩盤のたかに、多数の断層が存在すること、

そして、破砕帯をたしているエうな断層が原子炉の基礎近

｛

、

ような数値の信蕊性にも多大の疑問があるのである。

、
、
Ｉ
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辺にみられるものだけで、合計ユ2本を数えることは、佐

竹義典（ユ97ユ）（甲第ユ29号証）の報告で明らかに

され、その後の田中治雄(1992)(甲第ユ33号証）

の報告でも追認されているが、「申調謹」（乙第ユ号証）

では、破砕帯の数は「数本」とされ、しかも、「何れも小

規模友ものであるため原子炉の設置位置として特に問題は

ない。」とされている。

「審査報告書」（乙篤5号証）でも、「どの程度以下の

規模あるいはどんな性質の断屑あるいは破砕帯をらば、原

子炉施設の基礎として問題とたらないか」についての見解

をまったく提示しないま性、「原子炉施設の基礎として問

題となるような規模の断層および破砕帯はない」と、一方

的に断言しているにすぎないため、「審査報告書」の見解

は、たんらの科学的根拠をも有していたいものといわざる

をえない。

さらに、「答弁番」でも、「．．．、当該敷地内には、

ユ0本程度の小破砕滞（破砕帯とは、断層のまわりで幣状

に地盤が弱くなっている部分のことである。）が発見され

I

＄

I

、一一,ﾛグ
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たが､この程度の小破砕帯は、普通どこにでもみられる．もの

であって、原子炉施設の設置上全く問題にたらないもので

ある。なお、右小破砕帯以外には問題となるような断臘は

認められず、．。．」と述べているが、この見解も、「辮

査報告書」のぞれとおたじく、科学的根拠がきわめてあい

まいである。

すでに鑑定事項2に対する検討結果を説明した際にも言

及したように、試掘横坑のユ28～ユ47m間に、横坑の

側壁に沿って存在する断層は、本地点にみられる最大規模

の破砕帯である。これは、佐竹が、破砕帯、田中がS5と

しし同巳砂

鼠ｨ裟瀞
上もの

2号炉

嘉藤弱

帯は、「
〉

は検討が

必要である。」と述べ、また、田中も「この剪断層は原子

炉の基礎として決定的な欠陥とたるものではたく、基礎処

理工法によって改良し得られるものと推定されるが、現段

階ではこれを避けて位潤を選定するのが適当であることは

いう寮でもない。」と述べて、両者とも、この破砕帯の存

在に慎重を配慮を払う必騨性があることを指摘した。

ザ

4
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、
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「鯛請雷」がこの破砕帯の存在をことさらにところが、
､

、

､

、

「審査報告書」や「縛弁問題視したいという態度をとり、
や
、

書」でも、ほぼ同様な態度をとったため、佐竹や田中が指 、

摘した「D破砕帯(s3)は原子炉施設の基礎として、は 、
、

、
、

、
、

たして問題とたらたいものなのかどうか」の点については、 、
、

1

、

、

、

、ぞの後、本件訴訟の被告側（国側）によって、まったく無
、

、

視されるにいたった。 、
、

、

１
母
３
１

、
、しかし、この破砕帯をふくめて、太地点にみられる破砕
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「普鷲どこに「答弁醤」で述べられているように、帯が、

、

、

、
、
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、

、
蕊
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、
、
、
、
、
、
、
、
、

でもみられるもの」であるにしても、それは､木地点が原

子炉設置場所として安全であることの証明にはまったくを

りえない。原子炉のように、重要、かつ、巨大を施設は、

とりわけ良好危器盤上に設置されるべきものであることを
、

、

、
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「普通どこにでもみられる」ような破砕帯考えるならば、

のある岩盤上に設置してよいことには決してたらないので

ある。
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5．鑑定事項5について

まず、r木地点の地溌は原子炉施設の離磁として、適合性

を有するか否か_』については、以上に説明したことがらを総

合して考えるならば、「適合性を有しない」との判断に到達

せざるをえない。少なくとも、r適合性を有する」と判断す

るには、有力な根拠があまりにも乏しく、とくにr申請書」

（乙第-塾号証）やr審恋報告書聖（乙第5号証）、さらには

「答弁書』や被告側準備謹面に示されているr適合性を有す

る」との鞠断の根拠には､いくたの矛盾や誤謬がふぐをれて（

いるが、とりわけ、本地点の直近に中央構:造線が位置し、ま

た、木地点が地溌多発地帯でもあること、木地点にみられる

断畷のなかには、活断層のおそれのあるものも存在すること、

地震などにさいして、本地点の基礎岩盤が不等沈下するおそ

れもあること融．．．．などを併わせ考えた場合には、r適

合性を有するJという判断は、いっそう根拠の乏しいものと

なるのである。

そこで、以下において、上述のように結論せざるをえない

理由を説明する。

①本地点は地溌多発地帯であるとと

原子力発獺所の建設用地の地盤が、原子力発電所の設計

荷重に対して十分な強度および支持力を有し、その場所に

将来起こりうると想定される最大級の地震にも耐えうる性

質のものでなければならないことは、ここに改めて指摘す

る寮でもない。

ところが、日本は、文字どおり世界最大の地震国であっ

て、日本列島およびその近海底から放出される地震エネノレ

ギ÷は、全世界から放出されるそれの総計のおよそ15笏

に達するという状況である。そのため、日本では、地震の

被藩に見舞われるおそれのない場所はほとんどないといっ

てよい。

こうした状況のもとで、日本では、地震によって受ける

と予想される原子力発電所の被害の問題は、従来から、か

えって等閑視される傾向があり、原子力発電所は、地震多

発地帯にさえも多数建設されてきた。

本件伊方発電所も、まさに地震多発地常に立地された原

子力発電所の一例である。
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すなわち、本地点は、地震静知連絡会によって特定観測

地域のひとつに指定された「伊予灘・安装灘地域」にふく

まれており、過去の地溌記録によると、伊予灘あるいは安

れた和歌山県潮岬沖を瀧源地として発生した南海大･地溌f

(M=a.1)は、愛嬢県下の海岸線を40～50cmああ

いはそれ以上も沈降させるという地殻変勵を起こしたが、

この大地震によって、本地点南方の伊方町川永田の宇和海

の入江の海岸では、数十Cmにおよぶ地溌の沈降がみられ

たた齢、海岸沿いの道路に力邊防を築造し、海水の侵入を防

止する措臘をとったのである。

芸灘を震源地とするマグニチュード7クラスの大地震が、
I

ぽぼ55エユユ年の周期をもって繰り返して発生している
《‘

が樋その最後の地震は、明治58年（ユ905年）6月2

日の安芸灘を鯉源地とする芸予地震であったから、今日は、

この地震が起こった年からすでに70年以上を経過し、伊

予灘あるいは安芸灘を震源地とする大地霞の周期（ほぼ5

5土ユx年）をはるかに超えていることになる。

したがって、きわめて近い将来、本地点をふくむ伊予灘

‘・安芸灘地域にかなり大規模の地震が発生･する可能性は、

きわめて高いと予想されるのである。

なお、伊予灘。安芸灘地域以外の、本地点からさらに遠

く離れた地域で地鱗が発生した場合でも、その地震の規模

がきわめて大きければ、本地点になんらかの被害をおよぼ

す可能性も、やはり存在している。

昭和2ｺ年ユ2月2ユ日に、本地点から5ユユkmも雛

②敷地点の前面の伊予灘海域の沖合数百mないしユkm

内外の海底には、日本で最大級の構造線である中央識造線

が通過していると推定されること

中央構造線は､西南日本を内帯および外帯に2大別する

日本で最大級の描造線で、北は長野県諏訪湖南岸に始まり、

赤石山地西縁を通って南下し弧紀伊半島北部および.四国北

部をへて九州中部を横切っている。四国北部では、徳島県

吉野川流域から愛媛県松山市南西方の同県伊予郡双海町_la

灘南方に達し、それ以西では霞いったん伊予灘海底に没す

るが、大分県臼群市北方でふたたび陸上にあらわれる。

（
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証）の報告によれば、双海町上灘南方で伊予灘海戚に没し

た中央機造線は、同町下浜の沖合海底寵での約『？k皿の間

は、三波川結晶片岩（南部）と和泉鰯群（北部）との境界

として追跡されるが猫それより西方の海底では、和泉層群

は認められず、結晶片岩は洪積世に風する未固結ないし半

閲結の泥質。砂衡および礫質の地鰯と接していて、この状

態は九州まで認められる。

緒方によれば、結晶片岩と上記の洪積層との境界は覗不

整合の部分もあれば、不整合および断層のいずれであるか

が判然としない部分もあるが、多くの場所では不整合の関

係にあるものとみなされている。

しかし、鍵知県などでは繭中央縦造線に沿って第三紀層

が分布し、同構造線が三波川結晶片岩と第三紀層との境界

を画する断層として存在する場所がある。童た、和歌山県

紀ノ川流域などでは、同構造線に沿って洪積層が分布し、

和泉繍群が洪横脳の上に衝き上げた形になっている場所が

ある。このように、同構造線によって境されている南北両

側の地層には、いろいろな年代のものがあるが誼とのこと

ところで、との継造線は、三波川滞（南部）および領家

帯（北部）の両地質構造瞳を画するものであるが、本地点

は、全域が三波川帯に属するので、この構造線が本地点の

陸上部を涌過していることはないにしても、本地点の前面

の伊予灘海域の沖合を通過していることは確かである。

しかし、この購造線の位置が木地点からどのくらい離れ

ているかについては、これまでにも、いろいろな見解が公

表されてきた。たとえば、佐竹義典（エ9ワユ）（甲第ユ

29号証）は、r本地点は、日本の地質構造区分上では、

西南日本外帯の中の三波川変成帯に属しゃこの西南日本外

榊と呼ばれている地辮の北側競界をなして、ほぼ東西に走

る中央構造線の南側約10kmの所に位置する。』とし、

をた、『棄却決定識」〈甲第ユ号証）では、『地質に関す

る資料｡、現地海岸露頭の調査、音響探査猫航空写真による

調査等によると、中央構造線は佐田岬半儲上にないことが

確認されており、当該発電所敷地の前面伊予灘海域の沖合

5～8kmにあると推定されている。」としている。

ところで．、最近の緒方正塵（ユ975）（甲第ユユ9号

ｳ
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から考えると、本地点の前面｡伊予灘海域の沖合海底におけ 和5ユ年11月ユ0日）に、鑑定補助者として特別参加し

た広勘大学の小島丈児教授によって明らかにされた。

同教授は三十数年鯛にわたって、匹1国の三波川結晶片岩

の全分布地域を〈護なく調査し、また、関東山地から九州

中部にいたる三波川結晶片岩分布地域の各地で、その地質

学的・岩石学的研究を続けてきたという調査。研究歴を有

しへ三波川結晶片岩に関しては、日本の地質学界。岩石学

界における擬高瀧威者と目されているが、同教授から当蝋

定人への私梼によれば、たとえば愛媛県新居浜市国領川筋

では、中央構造線から南方へ約2km以内の範囲に点紋泥

質片岩のレンズ状破断岩稀が認められ、低下変成作用がお

こなわれた形跡があるという。そして、その他の場所でも、

侭ぼ|司様の幅で、職断岩幣が存在するとのことである。

以上のような諸事案から、小勘教授は、帰納的。経験的

に、『伊方地点は、中央構造線の南方ユー2km前後以内

のところに位置すると考えられるが、結晶片岩の破断状況の

いちじるしさから考えると、おそらくは数百m内外のとこ

ろに位畷する公算が大きいと考えられる。」と結論してい

る三波川結晶片岩と洪稲屑との境界が穂じつは同概造線に

相当し、緒方が不整合とみなした両者の関係は砿砿には断

層である可能性もあることになる。そしで、結晶片岩を不

整合に被うとされた洪積層は未固結ないし半固結の泥質・

砂質および礫質の地層であるから、両者の関係が断屑であ

っても、十分に固結した息っの地層の境界を明瞭に画する

断、と-ほことなって、静波探査によ:ろ把握が容易にできな

いことも当然考えられるのである。

"もし籍佐田岬半島沖合の伊予灘海底における結晶片岩の

分布の北限が中央獄造線に相当するとすれぱ、同構造線は、

本地点の前面伊予灘海域の沖合数百mないし:ikm内外の

至近距離に存在していることになる。

ここで注目令べきととは、木地点に発達する結晶片岩中

にみられるレンズ状破断岩体は､中央構造線に沿う部分購。

すなわち、同構造線に近い幅丞～2km前後の部分の結晶

片岩中に特徴的にみられるものということである。このこ

とは、当鑑定人がおこなった第2回現地調査の2日目（昭

（

ノ Ｊ
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勅を細職した形跡が各地で認められているが誼その最初の

形成段階は、白亜紀（約1億3500蔑年前～約65CO

醐年前）の初期ともいわれ、あるいは、もっと古く、中生

代（約2億3000萬年前～約6500萬年前）の初期と

も溝えられているので、同織造線は、ごく大ざっぱにいつ”

て、約犀備年前ないし約ユ侭年前から現在にいたるまでの

きわめて長い獺間にわたって段階的に運動;を継続し弧現在

でも、運餓を終息させていないことになる。そして、現在

でも運動を継続しているととが明らかな螺所は、とくに和

欧山県から香川県にかけての地域などで知られ、そこでは、

|司繊造線が活断層であることを証明するい〈たの証拠が見

出されているが、佐田岬半島沖合の伊予灘海底を走る中央

織造線も、以上に述べた理由によって、活断層の可能性が

きわめて高くなったわけである。

なお、緒方は弧「海域における結晶片器と和泉鰯群との

蝋界、ならびに、結晶片岩と洪積層との蝋界は、境界付近

お､よび境界上の沖積層（未固結の泥質も砂質および礫質の

海底堆積物）に乱れが認められないことから、少なくとも

る。

小島教授の以上のような結論を、緒方正塵（1975）

（甲第ユユ9号証）による音波探査の結果と照合してみる

と、緒方が結晶片岩と洪積層との境界とした位職が、まさ

しく中央樵溝線に該当し、緒方が断層とみなしたものは、

同椛噛線の北方に、同櫛噛縦にほぼ平行して走る断脳であ

ろう。

なお、緒方に主れぱ、結晶片岩に接する洪積層は、ほと

んど水平に近く横たわるところが多いが、ユ度内外の緩傾

斜角をもってわずかに摺曲し、堂た、ところどころで断層

で切られていて、その付逓はやや傾斜しているという。ゆ

えに、この洪積層の堆積中あるいは堆積後も、摺曲運動や

断層運動が継続したことになるが、結晶片岩と洪積層との

境界が中央機造線にあたる断層であるとすれば、これは、

洪菰廟を切る断臘とともに、まさに活断屑ということにな

る。

ところで、中央播造線は、日本一で最大の活断層とされて

いるもので、第四紀以降（およそ200萬年前以降）に運

I
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いと湾えられるのである。

以上のような理由によっても、本地点が伊予灘・安芸灘

地域を震源地として将来起こりうる地震に対して安全であ

るという保障はや費ったくないことになるのである。

この沖積層の堆積終了以後は活動していないと考えられる＠J

と結論したが､未固結の海底堆積物がたとえ断層運励など

で乱されても、運動の証跡が堆積物自体のなかに常に明瞭

に刻み込まれるとは限ら種いので職『沖積層の堆積終了以
；，

後は活動していない」という緒方の見解に対‘‘しては認さら…

に詳細な検討を加える必要が労ろう:6…

以上のようなことから老えてみると誼､佐田岬半島沖合の

伊予職海底を通る中央撒造線が現在でも通勤を継続してい

る可能性は、決罐的な証拠には欠けるが、やはり存在して

いるとみなくてはなら厳I銅。

ところで､《佐田岬半島沖合の伊予灘海底を通る中央灘造

線が活断層であり、たんに第四紀以降のある時期に運動を

継続しただけでなく、現在も運動を終息させていない可能

性があるとすれば、これは当然、将来起こりうる地霞の鰹

源地になるであろう。そして､このことは、過去において、

伊予難。安芸灘地域を霞源地として発生した地震のなかに、

この中央構造線の推定位溌付近に震源地があづたとみなし

⑤本'地点に発達する結晶片岩を切る断尉のなかにも､中

央総造線の通勤に関連した活断層が存在する可能性がある

とと

前述したように、求地点に発達する結晶片岩中にみられ

るレンズ状破断堵休：鍼．中央構造線の通勤にともなって生

成されたものと考えられるが、これらの破断岩体を境'する

破断耐主りも前期に生成したとみなされる高角度の断層の

.なかにも讃伺瀧造線の運動にともなって、第1画紀以降にも
．“；

運肋を継続したもの舌すなわち、活断層といいうるものが

存在ずる可能性は、当然のことながらあるということがで

きる。それは､多くの断溺は、、それが初めて生成されてか

ら、かなりの長期間にわたって運動を継続するものだから

であって、その生成時期が古いからといって、現在、その

）

I

亀，
r
I

、
～

うるものがいくつ,かあることからも、蓋然性がきわめて櫛↑/､
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の砂礫層を職位させていないので、これはr活断臓でけな

い」と断寵されている。そして、動以外の諸断鰯は、いず

れもs3よりは古いものとみなされているから、aｮが活断層

でない以上、sｮ以外の藷断層も、同様に活断隔ではぱいと

考えられたわけである。

しかし､結晶片岩を不整合に被う洪積世の砂礫層の正確

な年代、すなわち、この砂礫層が洪積世中のいずれの時期

に風するものかということは、まったく不明なので、結晶

片岩を切る断層がこの砂礫層を振位させていない事実のみ

に基づいて、これらの断層をただちにr活断層ではない」

と断定することは、論理的に誤っている。

たとえば、との砂礫屑が雷かりに洪積世新期のものとす

れば、結晶片岩を切る断層がこの砂礫層を転位させていな

くても､これらの断層の運動が洪積世新期以前の同世のあ

る時期、一すなわち、同枇古期ないし中期のある時期にまで

およんだ可能性も皆無とはいえないことになるが、「活断

層」の定義をr第四紀に運動したことのある断層』とする

ならば､;洪積世古期ないし中期のある時期に玄で運動を継

運動が．すでに終息してしまったとは限らないのである。

しかし、これまでは、運動がすでに終息してしをった証
（

拠がなくても、運動が省た継続している証拠もない場合、

すなわち、死断屑の証拠も活断廟の証拠もいずれもない場

合には．いとも簡単に「死断層」と断定してしまう傾向が

少なからず存在していた。

しかし、ある断層をr死断臓』と断定するためには、そ

の断畷が「活断屑ではない』ととを立証する必嬰があり、

その証拠がととのわない限り、その断層を軽卒に「死断層」

とみなすことは許されないのである。

ところが、本地点に発達する結晶片岩を切る断層につい

ては覇これ：笠で、r活断臓ではない」ことを示す決定的な

証拠がなにひとつとして存在していないにもかかわらず、

一方的に「死断層」とみなされてきた。

たとえば、田中治雄（ユ972）（甲第ユ33号証）に

よれば、本地点の試掘横坑内でみられる断層中で最新の生

成にかかるものは、亀とよばれるものであるが、これと類

似の断層がトレンチ坑内に現出し、しかも､後者は洪積世
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り、したがって､との砂礫層中にたとえ化石が発見された

としても、この砂礫層が4～5萬年前よりも古い年代の洪

積世に風する場合には、01斗による年代測定は不可能とな

り、；砂礫層を転位させていない断層の死活の判定もできな

いことになる。すなわち、4～5萬年前以降に運動した証

拠がなくても、200萬年前から4～5萬年前までの間の

ある時期に運動した断層があれば、それは活断層に属する

ことになるが、そのような時期の年代測定は、CI千によっ

ては不可能なのである。

r答弁善」でも､「．．．．、当該敷地内には、．．．

．、いわんや活断層（第四紀すなわち200篤年前以降に

活勅したことのある断層をいい、その活動性によっては地

震の原因となったり、地溌時に動いたりする可能性がある）

はみられなかったのであるα､」と述べているが、これはお

そらく、田中の見解を無批判に踏襲したものと思われる。

ととるで､津地点の結晶片岩を切る断層中に､中央構造

線の運動に関適した活断脳が存在ずる可能性があることは、

以上の説明から､おおむ､ね明らかになったといえるが、在

続した断屑は、当然弧活断層に属し、したカゴって、結晶片

岩を切る断圃中のあるものは活断層かも知れないのである。

少なくとも田中は、本地点の断層が第三紀末までに運動

を終息し、第四紀以降は運動を継続していないこと、‐す．な

わち、本ilh点の断層が洪積世古期の地層を切っていないこ

とをまったく証明していない。そして、本地点の結晶片岩

を不盤合に被う砂礫層が洪積世古期のものであるという証

拠はなにもないから、木地点の結晶片岩を切る断層は活断

層でないと断定した田中の見解はやまったく穏当を欠くも

のとなるのである。

ところで、田中は、「．“．．。この砂擦層内に生物の

化石が存在才:ろならば、それを採取し種｡'今による年代測

定を行おうとしたが、残念ながら発見できなかったので、

現在のところ活断屑でないことは確かであるが、過去何寓

年来勅いていないかを年代をもっていうことはできない。」

と述べている｡しかし、Ol千は半減期がわずか6,5!70年

と蝋かいので、これによって年代測定が可能なのは、せい

ぜい塾～5萬年前以降のきわめて新しい地層についてであ

！
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間と本地点との距離が、たとえ5～8kmあるいは1Ok

"･m内外もあったとしても、同雄造線の大きさならびにその

地史学:的。撒造地質学的意義を十分に考慮するならば、本

地点の結鶴片岩を切る多数の断層。破砕帯や破断面などの

生成が同職造線の通勤と無関係という結論は､､安易に導か

れるほずはな いのである。

､if来の諸見解で、本地点の結晶片岩を切る断層をすべて死断

層と決めつけたり．あるいは、断層の死活の間瀧には言及

しないまでも、これらの断層の存在をことさらに軽視して

いたことの大きな遡磁のひとつとして、中央機滝線の存在

を過少評価していた点が挙げられる。

その過小評価の内容には、大きく分けて麺‘2::うの側面が

ある。その1つは、中央構造線の位置と木地点との距離を、

かなり遠いものとみなしたことで､そのため、同構造線の

瀧励にともなって生成された断層は、本地点には存在しな

いと誤認したが、たとえば佐竹義郷（ユ97乳）~（甲第ユ

29号諦）は、｢本地点は、．．．、中央構造線の南側約

ユo虻拉の所に位置する。』とみなしたため、『・．．．

、当サイトではこの構造線（断層）の影響は緑とんさなく、

．．．．』と判断している。きた悪r楽却決定書」（甲第

ユ号証）やr答弁書』で､徹、中央構造線の位職と本地点と

の距離を約5～8k:mとみなしている。

他のユつは竃中央構造線が日本で賎大の構造線であるこ

とをさして念頭に詩いていないことである。同捲造線‘の位

（
（

④本地点の基礎岩盤は不等沈下するおそれもあること

“ずでに述べたように、本地点の緑色片岩には、レンズ

状破断にと､もなって生じたすべり面がみられ、また、片理

而に沿っての剥離・滑勤が全般的に認められる。そして、

との職の結晶片岩では、片理面に対しての圧縮方向如何に
・‐・ミニ

よって弾性率がととなり、とくに片理面に直角な方向から

（
／す

Ｊ
１
も

の圧縮に対して、ヤング弾性率が低封圧条件下（＝地表付

近の条件下）で小さい。ゆえに、このような性質の岩石か

ら織成されている基礎場盤上に原子炉のような重量構造物

を設圃した場合、櫛造物の荷鬮が礎設にともなって墹加ナ
ニと

るにしたがい､ひずみ蝋がﾚﾝズ状岩体ごと‘弊ることが
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れ、ほぼ53王ユユ年の周期をもってマグニチュー.ド7ク

ラスの大地震が繰り返して発生してきた場所であることを

考えるとき、そうした場所に原子炉のような重嬰、かつ、

巨大な購造物を設臘することは、きわめて危険であると断

原因となっての不等沈下現象が発生し、構治物に計算外の

応力がかかる結果となるおそれが生じるのである。

ところで、木地点の結晶片岩の大部分を占める緑色片岩

が、弥度に関していちじるしい不均質性。不等方性を示す

ことは弧佐竹蕊典（ユ97ユ）（甲第ユ29号縦）や細谷

憲司（ユ9ウユ）（甲第ユ50号証）が明らかにしている

が、各種の緑色片岩のうちで、塊状のものはヤンク’弾性率

が犬きいのに対し、片理がいちじるしく発達していて、片

状に破砕されたものはそれが小さいので、両者が同一の荷．

重を受けても、沈下量はたがいにことなる結果となる。そ

して、後者の瀧類の岩石が片理に直角方向の圧縮に関して

ヤンク・弾性率が小さいのは、片理面に沿って潅透している

空気や水が、圧縮によって容易に温い出されるためである。

以上のような原因で起こる不等沈下は、とくに地蝿発生

時に、難礎岩溌を織成する岩石に加えられる強大な圧縮作

用によって顕著に発生し、岩盤の脆性崩壊を招来十る結果

になるおそれがあるが、本地点は、前述したように、特定

観測地域のひとつである「伊予灘・安芸灘地域」にふく玄

ぜざるをえない 。

1
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圧縮応力あ翻しゆく一一おうりよく

作用面の外方から物体の内方へむかう応力をいう。すなわ

ち、物体を圧縮しようとする外力に対する物体内部の抵抗力

である。

一軸圧縮強度いちじく---あっしゆく--きょうど

供試体の側方を拘束しないで圧縮破壊する一軸圧縮試験に

主って求められる岩石や土の強度をいう。一般には、直径が

3～7”、高さが直径の2～2．5倍の円溌形に成形した供

試体に上下圧を加えて圧繍させ､剪断破壊させるがへ試験誌
果から応力一ひずみ曲線をえがき§ひずみがユ5％に達する

までの曲線の最大圧続応力を読み取って漣これを一軸圧縮強

度（沙)とし､彫/ciぞ表わす。

翼

応力おうりょ〈

物体の一点または一部分に外力が作用すると樋力は物体内

のあらゆる微小平面を通して、面の片側にある物質から他の

側にある物質に伝えられて物体の各点におよぶ。物体内の微

分面潤d刀を通して伝わる力d型を､}その微分面穂盆通で除

した値（ar/d.r）を、外力によって生じたその点の応力

といい､微分面潤drを、その応力の作用面という。

活断層かつだんそう
‐f，‘

』最近に活動したことのある断闇。この場合、ふ職池とい

参
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ぅ年代の範囲は､明瞭に限定されておらず､大郷限之助い
“8)のように､明治以後に活動が目鍬された職階に限る現在

こともあるが､皇織“も繍四縄(約2．0万年前から
まで)に動いたことのある鰍溌のすべてを活断臘として包括
すゐことが多い｡死断臓の対語。

､鰈澱謹難鰄蹴毒雲騏鍵一
裳,“…職を…に徐雲に棚〃

．．；、

識:室窒鰄霊:重＆
に多数存在しておりも芯かには富§地溌の発生にｴつｾ存在が

ガルGEユ

メートル法に属する加速度の大きさの単位で遥ユガルは1

“／…zである。地表で心重力加速度は、約98･0ガルに
：､．‘

なるo

ガルという言葉は、物理学者のガリレイ(Gaﾕｭﾕe･）の

名にちなんで生まれたものである｡

三波川綣晶片習さんばがわ－けっしようへんがん
関東山地北部の三波川流域や、西南日本の中央櫛造線の外

側にある結晶片岩を一括した呼称。

古くは飴原代のものと考えられていたが冠秩父帯の古龍層
（秩父古崖爾）と儲位的にも、変成度においても瀬移してい
ることが各地で雛かめられるにいたったので、今日では、古

生層が変成作用を受けて生成されたものと考えられている。
しかし、変成作用を受けた時期については、古生代末期～中
生代初期とする説や､､ゞ中生代中期とする説電中生代新期とす
る説などがあ．り.，まだ、見解が一致していない･

認知誠したものもある｡
ある1つの蹴鬮が活職臓であることは､その賦溌が露凹紀
に動いたことのあるなんらかの証撫を増するか、あ為いは、
稚実に第四紀層とみなさ弧る地鬮を切っていることにエって
証明さ熱る｡しかし､あるﾕつの断蒲が活断層でないこと､
すばわち、死蔵感でああことの証明は､一報には哲わめてむ:
ずかしい･證無にもかかわらず、沿蹴賊で語ることか細拠さ
れ趣かつたことにエって､モの勵臘を死滅鱈と胤蝋してしま
う向きが、日本の地役学者のなかには決して少なくない，あ
る,っの断濯が死職隠でああことが証明さ奴ない限り､その
徹鰯は活断層“ぱいと断定す為ことばで震ないのである。く

I
三波川帯さんばがわ'－たい

三波川結晶片岩によって基盤岩類が構成されている蔦i蝿鰯

関東山地北部の三波Ⅲ'流域にはじ霞り､西南日本の中央構造
線に接して、中部地方の天寵川流域から紀伊半島北部｡四国
北部毒へて九州中鰄津の佐賀関半島にいた賊で､延長約

：、

70o止血におよんでいる。

！
3

年油
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地殻運動によって、平坦な購面が波曲状に炎形し薄地卿に

！~しわ」が生じる形態をいう。
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線
スティ”プ段メレイン片岩ステイルプダメレインーツ、んがん

スティルプ‘ノメレイ鞍(s七ﾕﾕpnomeユan燭）を含んだ絃

驫片岩。スティルプノメレインは、(K，oa)b_}(Fe't

r⑥里．、漣9,Aﾖ割、)7=8sig01雪謡(oH)4.,2~割傭亘皇Cという摸

維な化学成分を有する単斜晶索の鉱物で、底面に平行な薬嫌

状結晶をなし、底面に平行に完全な薯開を有散る。

BUG誠に富むものは暗赤褐色ないし黒色、Feﾕ十に富むも

のは暗緑色を呈する。結晶構造や化学式などは、まだ十分に

解明されていないo

I

節理せつり

岩石の破壊によって生じた不運統面のうち、面に平行な方

向への相対的変位がまったくないか、あってもごくわずかな

ものをいら・要するに、岩石中に存在する明瞭芯ひび割れの

ことであるo

節理は､規員I正しく発達する場合もああし､そう琿愈い秘

合もある。いずれの場合に詮ただユつのひび割誕として出

現するものではなく、いくつかのひび割れが群をなして存在

していることが多い。相互の間隔も、数“から数瓦あるいは

それ以上のものまであって、さ煮ざまであみ。

ととも議葹。
げ争

J

曾
侭
態
墜
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P,、

墹加や鞄地瀧の溌生などがそれであ為。

地すべりは、詮れが起こる素因によって、①第三紀溺地す

べり、②破砕籍地すべりおよび⑥温泉地すべりにろ犬別され

るが、第四紀層分布地域にも地すべ，がまれに起こっている

ので、聡畷紀層地すべり」という言葉を用いて､これを地

すべりの一穂類とする学務もい患唾

本件伊方発露所の敷地を含む佐畷卿半儲の各地に多くみら

れる地すべりは、いず弧も破砕瀞地すべりに脇し諺緒晶片岩

中の破砕帯に沿って、とくに台風期や梅雨期などの大雨期に

勤琶が活発になることが多い。

地すべりは、山崩れ釧噌崖崩鯉に比べて､…股に憧魅的で節》
為ことを特徴とし、免疫性を獲得するまぜには、きわ妙て長

い期間を必要とする。ゆえに、山龍郷や崖崩れは、ある場所

に一旗超こると、免疫姓を態得して､当分の間は再発するお

それがないが、地すべりについては、韓発するおそ鍵がきわ

油て長い期開にわた".てつき在とい、ああ場所に黍-へ礎起こっ

たからといって、当分の間は大丈夫ということにはならない。

ここで、とくに注意すべきことは竜般近、乱開発の進行に

ともぽう人工的な地形の変化などが原因になって、いきまで

は地すべりの発生記録がほとんどまったくなかった職所で、

撤し〈力けくりが起こるという蕊例がしばしばみられ患にい

たっていることである。

そうした例は、山梨県大月市爺岡町の岩殿山や神奈川県繊

須賀市阿部倉などで知られているが、前者では、昭和47年
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とともああ｡

I

って座耐訴識纐のうち､繭Vび術耀労
がおあものをいう。

I

隠だんたう
差祇の通蝋にエ
向への纈輔的蛮紅

匂

ｈ
凡

繍隠蓮鯲乙ｴって認識職澗q瀬蜘の詮議癖破嬢さ紗､非鴬徴篭粘土だん鐙う一鰔ん遁
に細粒化して蝿慾土釈を塁Fするにい起ったもの◎

蕊灘ぞ梅雨期砿どのぅ錦蝋に識芯乃降永の蝿-f識識の急激鱒感イ』
・釦
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魂

新期火山岩類に被われているため、その正碓な位撒について

は明らかでない点が多い。

中央構造級の運動が開始された時期については、諸説があ

為が、おそくとも新白亜紀の和泉層群の堆積前に開始された

ことは確実で寵それ以来、第四紀にいたるまでの長い期簡に

わたって、段階的に蓮動が続いた。そして、その一部は鱈現

在でも活動している。

中央機造隷は､多くの場所では、領家変成岩（内側）と三

波川結晶片岩〈外側）との境界を画する構造線として存在す

るo

、

低下変成作用ていか－へんせい－さよう

後退凌成作用。下降変成作用ともいう。筒温で生成された

岩石が受ける、より低温下でおこ鮫わ熱る変成作閉6すなわ

ち、岩石が生成された時の温度熊りも低い温度の溶液のもと

でおこなわれる凌成作用をいう。

火成岩起源の焚成岩は、すべて低~ド変成作用を受げたこと

､

“

手
０
や
『
‐
、
下

げ
■侭

聖
臘

』!｣

一殻砿は、になるの奄篭器の意味に閑いられふとともあるが、一般には

変成患が罐嵩温度に達したのちに､引き続く混陵低下忙襲う

て低臘下で擬姥な鉱物組合わせの変成岩になることをいう｡

変成作鴎が期間をおいて2回以上起こった場合に患、低下変

成作用がおこなわれたことになる。

癖?､〔

上？卜

e

低下変成作用は、源度上昇に伴って進行する変成作臨であ

る累進変成作用に比べると、絡段に起こりにくい。この允逸このた妙、

、
喝
創
杢

ケ
・
吋
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る。

本件伊方発電所の敷地およびその周辺の地域に発達する結

、大小のレンズ状破断岩体が発達する場所が多晶片岩中には、

〈存在している。

鋺 繼ひんがん

閃緑岩喪の

は斜長石（お

輝石）である

遡粒である．

紐成を持った斑状認識の顕著な半深成岩。斑晶

もに中性長石）および有色鉱物（角閃石誉たは

。石基は完晶質で霞一般に安山岩の石基よりもである･

不盤合ふせい

ある地層が

その侵蝕面上

盤合という。

作用の中絶惣

的には、新旧

いう。整合の

不盤合で表

どう

堆積後隆起し、陸上で風化。削剥作用を受け、

に新期の地獺が堆穣したとき、両者の溌孫を不

この場合､､新旧両層間には、いちじるしい堆溌

すなわち、堆籟間隙が存在するので、よ‘一般

両層間にみられ烏重大な不連続関係を不整合と

対語。

わされる堆蕊間隙は売上述のように､一設砿は

睦上におけあ風化、削剥の時期を示すが、ときには陸上にお

け為風化“削

る地購が堆鞘

剥の時期を示さない場合もあ玲・すなわち、あ

終了後､、|龍起して陸上に婆を現わすにいたらず、

な んらかの理由によって海底における堆糖作用がかなりの長

期間にわたつ て中絶したのち鑓ふたたび堆穣作用が開鎗きれ

M
1
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綴 片状構造ともいう。糠状（針状〉または板状（鱗片状。蕊

片状。蒲跨状など）の形状を呈する結晶が一定の方向に並ん

で配列しているために、岩石が平行に割淑やすい性質をもつ

にいたった面状の櫛造をいう。緒晶片岩を特徴づける重要な

性礎のひとつである。雲母。緑泥石。滑石などの板状詰晶の

配列、あるいは、角閃石。緑雛石などの柱状結晶の燕状配列

によ毎てできるもので、とく艇雲母の夢い璃冶に、亀つと職

よく現われる｡片理に沿って岩石が割れる面を畷蝋面｣と

いうが、片理面に平行に、鉱物組成などの差蕊が生じてでき

る縮状構造がしばしば形成されることがある。

片理面は、購理間に幟ぼ平行な場合が多いが篭溺理画と斜

交して恥る場合轍ある。また謡2方向以上の片理繭が存窪す

ることもあるが、それは、何回にもわたって変顯作臘がおこ

なわれた場合に生じる現象である画

る砿いたった錫令には、毛のエら簿ととにばり．､，したがって、この場合ばば､海曝で生W劉蝋合にエ･って柳日禰騒が境さ
ところ奄翰蕊含に重芯り合う地藩調にも、いくらかの堆績猟,る結果に堪港。

悩隙が蒋溌すゐ乙塑が戎'為ので、瞳の溌礎までの職鍛隙葱らば整合とし、どの経度からの蝋駿間隙ならば不溌令とするかは、一義的艇は決窪し力戦V薊虜ゆえに電ある2つの蝋臘櫛にみら熱る読輕続漢係を蕊合とするか冤不蕊合とするかについてば趣入にェって意見がゎか湿る場合が当然のこと窓がら
塞懸棚膜(大峨}ば､た鰄紳卿掻榊'‘、むしろその禰鯏閥に蝋wをj蝋謬鋤の渦溶や火邊さ､下種爾の郁剥程度､洞蛉瑛録の蝉鯛広がりなどwこ基いて輪じら無るが､多くの場合､制鋤間の長いものば観穣が犬きい。不蕊合は､鋭鋒形態や擬溺ｪ蓬から鑓多くの懲識に分頓さ
箸ゾ雪蚕雲薑瀬鶏鬘蒻忌鑪懸
準整合｡ダベァステふ趣ど確繊の)繩が提鳴さ熱ている。趣ぉ､不整合といら願語瞳､下位の地磁系統が火成患や変
成岩の箪合(龍穣矯でば#”職合)にも照いら狂為が､この溺令の不職は､ふつり痙平ｺﾝﾌ゙厳一ﾐﾃｲとよば娘て
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岩ヤング群織獺ヤング・だん社いりつ

‘供識撚に紺蕊を加え為と蕊形すゐが､‘荷麓を除去したとき、
元の形艇風復す匁ば篭その秘質は弾性体とみなさｵしる。単極
荷重艇比例して単紅ひずみ慾産じ熱ば湾その物喪は『ブック
の法則に従うJという。そして趣単位荷重霞を単位ひずみE
で除した値迩を崎ヤング弾性率またはヤング率と称する。
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ず錘わち、砥=w/2で為為。
ヤング弾性率は、供談体の満糾にエって決まjる噛穣篭數ぞ、
そのデ.イメンジ割ンは応力のデイメンヅヨンで表わき熱翻慰
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つうは薄/cjが用いられる。
麺．oberらにエあと謎鉱山における名種憲石のヤング

弾性率は、下表に示すとおりである。 ４

ｌ
川
昭
叶
禰
貼
雁
岡
咽
四

Ｇ
Ｆ
一

Ｊ

.W

■

緑色片捲りよくしよく…へんがん
低温で変鱗した塩基性霞犬は中性の結晶片髪で畿緑泥石。
鵺起石。隷溌石などの緑色の鉱物を多く含み趣岩石が全体と
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本籍地東京都中野区本町4丁目92番地 和光大学助教授昭和43年4月

和光大学教授昭和47年ﾕo月 ｆ
、

現住所東京都町田市鶴ﾊ順丁目ユユ街区3番ユo5号Ｉ

専攻

学､:朧“I:
．；.・

昭和.ﾕ・5年､s月

昭和15年4将

昭和1:7;年:恩:月

昭和ユ7年ﾕ0月
：、

昭和2.0.年‘月

地質学旬開発公審論。大学論

東京高等学校聯常科修了“
．...！.‐

東京高等学校高等科理科乙類進学
、．．．§

同上卒業

東京帝国大学理学部地躍学科入学

同上卒業

」
８
Ｑ
ｄ
ｃ
●
０
５

副
瞭
‐
９

ｖ
』
■

凸
戸
《
ウ
ー
■
一

、."､4．§食
“．f

昭和2:O年韮0月=潔京帝鬮大学助手勘理学部勤務（その後，
.、ヨ‘も･

,.．↑‘

ゴ.？-消制改正によ､て東京犬学”謹李'“
、_:務となる）…;;‘．

．､4‘、．、：．．_：．‐

昭和36年並月、:通商産業省工学技術院地璽調査所議査員（

ミド′併任〕､〔昭和38年s月:まて）‐､
3：

:,昭和36年ﾕ明:一堂斑学博士
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く織説．報文:>・
・難:永

く公害問題｡環轆問壷あみ｝

（鑑定識關連論文を含む）

房総半島中部の山砂利厨の堆積環境についての一・考察

和光大学人文学紀要'4～5号参昭和46年3月.，

地葱学の立鳴からみた：省溌源賊題の農幾

GA(G1agg&Arclgiteoture)『ユ79

・号，昭和49年ユ月。

東成瀬村における温泉湧出の可能性について

秋田県南豪雪山村への提善一秋田県雄勝郡東成瀬村一

山村振興コンサルタント意見番彫施ユ85〆昭和49年3

月。

上市町における温泉湧出の可能性について－富山県':I咽『川郡

上市町一

山村援與コンサルタント意見書，妬202，鮒和49年3

月o(富山大学教技藤井昭二と共著〉

豆腐の_上の隙発一一明るみに磯た粕蛎隙発の劣恕地盤

自主調座，44号，昭和49年ユユ月。

陳子力発樋斯と地雛

原子力工業，21巻，3号，錨和50年ろ月。

蓬田村における温泉湧出の可能性について－青森県東灘軽郡
蓬田村一

‘弓

1
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け
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副
日
１
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１

凸
１
９
０
口
６
■
８
０
７
，
Ｆ
●
■
６
』
■
’
●
０
口

､<､鐘定譜。意見響等〉
山村振興コンサルタント意見櫛,R"21'7,昭和50年

5月。

柏崎膨発予定地の地織問題

自主誰座,50号，昭和50年5月。

石糊コンビナート災害を考える地撚沈下地帯の危険性の認識

を

近代消防，ユ患巻，8静，昭荊l50"'7月o

地僅学上からみた伊達火力発蝋所燃料受入ｵLパイプラインの危

験鱗

北海道自治研究，86畳昭和5ユ年3月。

鉄道建設と地燕一営団地下鉄7号総反対闘争で問われたもの－

一一和光大学人文学紀蟹，ユ（'号‘昭和5ユ年6月･

幾察における土戦検査の非科学性一狭ﾛ.鶴件における捜撫科
学と渋廷科学（3）一

技術と人間，5巻，7巻，昭棚5ユ年ワ月。

地嬢陶題と川内原発

技術と人間，臨時増刊〈卿子力発露の危険性）,昭和5ユ

年ユユ月。
…r…

擁刻化しつつあゐ地盤凝槻熱公鴇:,;:列、1.:』:零i:'報:‘”

環境破壊,gg,5号,|哨和32¥3§月。#".,:;i!;'>

東京都小金井市における地盤凝固剤による地下水汚染事件

技術と人間茅6巻，8号，昭和52年8月｡⑯〈印刷中）

i､,新東京国際空港パイプライン問題

新東京瞳際空港パイプライン（銃空機給油施設）の安全性に対

する疑義（意見醤）

昭和48年5月2日付，千葉県知事等へ提出。

新東京国際溌港『禰定』パイプラインの埋設工蕊にさいして使

鮒された土蝋凝固剤による地下水汚染の問題について（鑑達鴇）

昭和49年8月60日付，『成田の水を守る会』へ提出。

“新東京国際空港『暫定』パイプラインの埋設工事にさいして

使用された土製凝間剤による地下水汚梁の問題について”と題

する鑑定譜（疎甲第ワ5号証）に対して小川敏彦氏が投ぜられ

た疑悶点〈疎乙館69号証の2）への解答撚

鵬和49年ユo月SO日付，『成田の水を守る会』へ提出。

I

！
！

1．伊達火力発電所燃料受入れパイプライン問題

伊達火力発灘所パイプラインの安全性に対する疑蕊（意見書）

胎和49年ユ2月］､6日付，伊達市長へ提出。

伊瀧火力発欝所パイプラインの安全性に対する疑擬〈意見熱〉

昭和5o年ユ月4日付，北海道聴力株式会社祇長へ提出。

伊達火力発畷所パイプラインの安全性の問慰について（要諭謹）

昭和50年ユ月5日付ヴ北海篭知事へ提出o

伊達火力発電所燃料受入れパイプラインの危険性、とくに北雷

が主張する安全性理雛の誤謬について（意見譜ならびに要整撫）

9）

、
犯
鈩
》

グ
ザ
。
計
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V,川崎市東扇島埋め立て地の問題

地質学上からみた東扇島埋め立て地の危険性について（意見瀞

ならびに要堅書）

昭和5ユ年3月ユ6日付，:川崎市長へ鍵出。

ふたたび､地質学上からみた東扇騒埋め立て地の危険性につい

て〈激見謹ならびに襲茎瀞）

昭和5ユ年務月29日付‘川崎市識会鑛2委員会へ擁胤

昭和51年5月23日付曾伊達・室蘭両市長および北海道知
蕊へ提出。

伊達発電耐パイプライン設置に係る環境保全対策に対する疑識（
意見鶴）．

鵬和51年7月26日付鼠伊達‘室蔵両市長および北海道知
辮診、提出。
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m・川内原子力発電所の地澱問題

川内原子力発欝所の原子炉設溌予定地の地質についての疑綾（擬
問溺）

昭和5ユ年ユ月4日付，九州鰯力擁式会社社長へ提出。

川内腺子力発電所の安全性に対する疑蕊（減見譜）
昭和51年1月4日‘付，鹿児島県知事へ提出。

川内原子力発髄所の建設計画の再検討の必要性について（要望書
昭和5ユ年ユ月4日付『川内市長へ提出。

川内原子力発露所の原子炉設置予定地の地質についての疑蕊《再
磁間鐵）

昭和5ユ年2月6日付か九州鰹力株式会社川門原子力発惚所
計画準備副本部長へ提出。

VI駒地下鉄建設予定地の地樅間總

『地下鉄v号線の敷設に係る国鉄引込線跡地の使用の可杏"1に

ついての見解（要旨）：

鰡和49年？月20日付,東京都北区識会識長へ提出･

地下鉄7号線の敷設に係る国鉄引込線跡地の使用について（回

答）

昭和49年7月27日付歯東京都北区議会議長へ提出。

営田地下銭？号線車庫用地の決定に対する疑蕊（懲兇譜）

昭和49年8月20日付，運輸大臣へ提出。

鑑定書

昭和52年3月ユ2日付、『営田地下鉄ユユ号線の路線変

更を求める会』へ提出。
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樹主任教諭”白金幼稚鰯形聖人会長へ提出･

意見篝

W｡柚ﾊI小金井分水儲問題

仙川小金井分水路工窯によって発生が予想される地下水の枯渇お
よび汚染の認題について（鑑定書）

昭和51年1o月6日付，つつじ会会長。いずみ会会長・は
けの会会摂。三多溌繍謹舗謹研究強強健へ提掛。

獄兇籍

蝦郡52年4月30日付畷仙川小金井分水騰工蕊差.d鳥仮処分
命令申謂事件節誌人ら議訟代理人へ提出。

ウ

h

昭 和 5

（注）
ユ年ユ2月野日付‘神戸市長へ提錨。
神戸市瀬6凌環雛工場慾識予定地妓地彌学上か
蝋溺と毒えら熱患欝を述べたもので.、榊声市；
敬環境工場建設予篭地の地璽調査の轤果につい‐
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聯〃狭山蕊件におけ為籍溌による土壌検査の問題
鑑篭謬

鰡和50年8月25日付ジ狭山挙件弁謹団へ提臓。

鑑定補充書

嬬和52年4月エヤ嵐付：狭山事件弁護園へ提出。
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